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巻頭言：大学における安全管理の現場から
　新型コロナウイルスが世界中で猛威を振るい多くの方が亡くなっ
ています。国内においても医療従事者の懸命なご尽力により、死者
数は他国に比べれば少なく抑えられているものの、外出の自粛やテ
レワーク等による働き方の変更によりご苦労されている方も多いか
と思います。本ニュースレターが発行されるときまでには、少しで
も収束に向かっていることを願うばかりです。
　約 10 年前、このニュースレターに会員の声として「大学におけ
るセーフティマネジメント」と題していわゆる労働安全衛生マネジ
メントシステムの導入について紹介させていただきました。その頃
より一貫して大学（工学系・情報理工学系）の安全管理に関わって
いますが、本部門に登録されている会員の皆様は企業の方が多いと
思いますので、大学における安全について紹介したいと思います。
　大学における安全問題の特徴として、教職員、学生、共同研究等
による外部からの研究員等、多種多様な構成員、先端的な研究の場
であるため、非定常で未知の領域の作業、そして教職員と学生の間
はもちろんのこと、教職員の間でも安全の知識や意識のレベルに差
があることなどが一般的に挙げられています。国立大学法人化から
15 年以上が経過し、私が所属する東京大学に限らず、各大学で法
令への対応や事故防止などに苦慮されているのではないかと思いま
す。私が担当している工学系・情報理工学系等においても、大小さ
まざまな事故が発生し、中には重傷を負うような事故も発生してい
ます。それらの事故の多くは類似のものであったり、事前に予測で
きるような事故であると感じていますが、事故報告やヒヤリハット
報告でデータを収集し、安全教育などにおいて再発防止のための教
材として紹介していてもなかなか防止できない難しさがあります。
特に学生は流動的で、安全に関する経験や知識が継承されにくい状
況にあることが想像されますが、マネジメントシステムを活用し、
研究現場で OJT が実施できるような意識を広めていければと思っ
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ています。企業に比べれば、大学の安全管理はまだまだと感じざる
を得ませんが、少しでも安全意識を持った人材の育成に貢献できれ
ばと考えています。
　さて、このたび第 98 期の部門長を拝命することになりました。
当部門は、本学会の中で横串的機能を持つ部門であり、どの部門で
も何かしら安全が関わるのではないかと思います。さらに、安全に
関わる学協会が存在することはもちろんのこと、他の学協会でも安
全に関わるグループが多く存在していると思います。私は、元々は
機械工学の出身ですが、縁あって化学システム工学専攻に現在所属

（兼担）しています。研究も現在は火災・爆発安全を専門としてお
り、プラント安全などにも関わりがあります。化学工学の分野の方
に近いところにいることから、「化学機械」のところも盛り上げて
いけるよう部門活動に少しでも貢献できればと考えています。部門
としては、安全・安心社会の実現のために貢献するとともに、会員
の皆様に有益な活動となるようより活発なものにできればと思いま
す。引き続き会員みなさまのご支援・ご協力をお願いするとともに、
部門登録者が増加するよう周囲の関係する方にお声がけいただけれ
ばありがたいです。
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解　　説

ロボットからはじまる本気の産業革命

～設計・開発・製造のメーカ体質から脱却～

 ②

テュフズードジャパン株式会社
インダストリー・アンド・モバイルグループ　機能安全部　

淺井　由尚

１．はじめに
　現在、国内のロボット市場を認証機関の目から見ると
非常に好景気が継続している。ブームの始まりは数年前
あるロボットメーカが発売した協働ロボットである。発
売直後はそのロボットの安全性及び用途について、エ
ンドユーザからは不透明な部分が多く、市場としての
反応もそれほどではなかった。しかし、数年後 ISO/TS 
15066 という規格が、協働ロボットの開発で技術仕様

（Technical Specifi cation）として使われることが決定す
ると、ヒトへの接触時の安全に関する目安が数値化でき、
購入者側にも明確に数値で明示できることで安心が広
がった。また、もっと小型で ISO/TS 15066 の発行前に
登場した海外製のロボットは世界市場で人気が出て、日
本国内でも導入された企業が一定数存在した。しかしな
がら、爆発的な売り上げを誇るものはまだ世界中存在し
ないのも事実である。
よって、未来の協働ロボット市場について考察してみた
い。

２．国内の動向
　産業用ロボットの世界市場を見ると、2014 年以降の
成長が著しく、2025 年までに 1 兆円産業に到達する見
込みである。急成長の内訳の主役は協働ロボットである。
2018 年度でも 30% 程度が協働ロボットである。その比
率はさらに加速していくと予想されている。これまでの
産業用ロボットの安全評価では、国際的には ISO 10218
を利用してきたが、協働ロボットにおいてはリスク評価
の指標がなく、企業による実験データを基にした自己宣
言で対応してきた。この状況では導入に積極的なユーザ
は少なく困っていたところで、ISO/TS 15066 が登場し
状況が一変した。人が感じる痛みを部位に分け、機械と
の接触時の衝撃を測定することで、機械との接触時の痛
み（リスク）を定量化することに成功した。もちろん規
格だけでは完全な状態とは言えないものの市場導入への
大きな一歩になった。また、国内販売で成功した外資企
業の協働ロボットをみた国内ロボットメーカ技術者は
次々と ISO/TS 15066 の利用を検討し、実験を繰り返し
自社のデータ蓄積を加速させ協働ロボットのリスクアセ
スメントへ対応していった。この対応ができればロボッ
トシステムの安全を認証でパッケージ化して安心して販
売できるようになった。1 社が認証を取得すると瞬く間
に数社からの申請があり、数社が認証取得すれば、さら
に多くのメーカが興味を持つといった状況である

3  ．成功事例からの学び
　歴史的な成功事例を参考にすることで、現状のロボッ
ト市場を俯瞰し次の一手を考えてみる。
　昨今の成功した企業、特にハードウェア（HW）を
販売する企業で成功したのは北米の Apple 社である。
Apple 社は単純に優れたハードウェアがあったから成
功した訳で無いことは周知の事実である。また Apple
社はソフトウェア（SW）分野（App Store, iTunes）で
も同時に成功している。HW での優位性を確保すると、
SW での利益確保への集中は不要であり、無償化、低価
格化を実現できる。その後 SW の価値が上がればさら
に HW の価値が上がるという WIN-WIN なモデルが完
成する。もちろん、これには周到に準備されたビジネス
モデルがあり、顧客や提供価格、販路、コスト構造の分
析があるからこその安定した成長戦略があります。
　これらから言えるのは、単純に良いものを作れば売れ
る時代はもう無いということです。もっと大きな仕組み
を作って市場を作る必要がありそうです。
　では、協働ロボットの場合どんな枠組みが考えられる
でしょうか。
-　ロボットそのものをコモディティと割り切る
-　ロボットの使い方を提案する
　① 多数の小さくて安いロボット、３D プリンターを
　　　組み合わせて、作れなかった製品を開発。
　② 同業他社間のデータ蓄積を行い、ビジネス展開す
　　　る（ゴミ分別ロボット北欧と日本で実績あり）　
　③ 病院で薬や食事等の運搬を群制御ロボットで効率
　　　の良い運用をする。全国展開する。
　こういった利用法、蓄積データ利用、匠の技データに
よるロボット差別化等、日本の得意分野をもっと生かせ
る枠組み作りは必須であり、可能であると考える。

4  ．まとめ
　ロボット産業は我が国の最後の砦である、自覚し継続
していくには戦略が必要であり情熱が必要である。自動
車産業もこのあと 20 年以内に大きくパラダイムシフト
する。確実な未来は見えていなくても各国しのぎを削っ
て挑戦している。ロボット産業は現在日本が世界一位で
あるが、本気で変えるのは今しかない。変わらなければ
明るい未来はない。
出展：矢野経済研究所調べ　「協働ロボット世界市場規
模推移と予測」
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1. はじめに
　国立研究開発法人防災科学技術研究所（略称：防災科
研）の地震減災実験研究部門では、兵庫県三木市の実大
三次元振動破壊実験施設（愛称：E―ディフェンス）と
つくば市の防災科研内にある大型耐震実験施設を用い
て、防災科学技術の向上に資するために、実験とシミュ
レーションを両輪とした工学研究を推進している。E―
ディフェンスについては、運用開始から 15 年間で 106
課題の実験を内外の機関や有識者らとの連携により完遂
しており、今後もこれら施設を活用した実験・研究を推
進する計画である。この施設は、実大、三次元、破壊を
キーワードに、実際の建物を立体的な地震動により破壊
まで追跡し、データを取得・蓄積・公開することで地震
災害の低減に貢献することを目的として建設された。
　運用する立場から見ると、小規模の工事現場を抱えて
試験体を建設し、その試験体を損壊させる危険な行為を
含めて安全に実施することにより、地震に対する安全・
安心な社会の構築に貢献するという、二つの安全に係わ
る責務を背負っている。

２．施設での安全
　施設の安全については、センターに安全管理室を設け
て、設備・機器の普段の保守点検、法定点検を実施する
と共に、施設現場の業務調整のための工程会議、センター
職員による週例会議と月例会議での施設の状況報告を実
施している。15 年間の運用による施設の設備・機器の
老朽化に向けた対策については、2019 年度に予算を獲
得し 12 月上旬から年度末の期間を用いて対策工事が進
められている。また、施設の安全な実験の実施に向けて
は、外部有識者により構成されるセイフティーマネージ
メント検討委員会を設置し、実験課題ごとにその安全対
策を検討いただき、委員会からの指摘事項に対して適切
に対応することで施設での無事故記録を更新していると
ころである。この他に、実験担当者には、実験計画書と
安全計画書の提出、工程表と現場作業員の管理に関わる
書類の提出・説明を依頼し、事前の安全確認も実施して
いる。今のところ、実験当日の突然の装置不具合で実験
が遅延したことはあるが、大きな遅れや実験中止は無い
状況にある。しかし、大事には至っていないが、電子機
器に加えて機械系の突然の不具合が発生しており、着実
な施設運用のためには、実験前に不具合の予兆を検知で
きるシステムが必要と考えている。
　研究トピックとして紹介できるものではないが、これ
までの実験では、Ｅ－ディフェンス使用時における制御

系の信号データ、テーブル内の加速度データ、加振機の
油圧データ等も蓄積しており、これらを活用することで

「施設保守における故障予兆検知システム」を構築でき
ないか、その可能性について検討を開始したところであ
る。これまでの蓄積データに加え、過去の機械系の故障
事例と近年の Ai 技術の普及もシステム実現の可能性を
高めると考えている。詳細については、別の報告とした
い。

３．活用での安全
　将来想定される大規模地震による経済被害の累計（20
年）について、（公社）土木学会は、南海トラフ地震で 1,240
兆円、首都直下地震で 731 兆円と推計した。一方で、様々
な公共インフラ対策により経済被害（間接被害）を３分
の１から 6 割程度に軽減できることも示された（1）。し
かし、我が国の財政状況を鑑みると地震対策への資源の
事前投下は厳しい状況である。このため対策への資源投
下については，PFI（Private Finance Initiative）など
による民間資金導入の検討も必要である。その場合でも、
費用の負担主体にとってはコストとして認識されてしま
うため、当然、導入のインセンティブに乏しくなる。対
策技術としては、既存の技術に加えて産学官で様々な研
究や技術開発が行われており、どうすれば実社会に認め
られ、効果的に使ってもらえるかが課題である。
　地震対策となる建物耐震化の普及に向けては、「建築
物の耐震改修の促進に関する法律」（2）にて耐震診断の
義務が課されている。しかしそれらは、耐震性既存不適
格建築物の中で国が規定する「要緊急安全確認大規模建
築物」である病院，店舗，旅館，小学校などと、自治体
が指定する「要安全確認計画記載建築物」である避難路
沿道建築物，防災拠点建築物などに留まる。その他の
建築物については、住宅で約 82％、多数の者が利用す
る建築物で約 85% が一定の耐震性能を持つ状況にある。
また、建築基準法新耐震基準（以下，新耐震）施行の
1981 年前と後の築年によって建物被害に著しい差異が
あることは 1995 年兵庫県南部地震の木造住宅の被害な
どで指摘されており（3）、多くの自治体が 1981 年以降
の建築には十分な耐震性があるという前提で耐震化促進
政策を進めている。しかし、2016 年の熊本地震の木造
住宅の被害で経験したように、新耐震以降の建築にも被
害が生じている。そもそも、建築基準法が求める耐震性
能の水準は、国が定める地震動に対して建物が倒壊せず
に人命を守ることであって、被害回避，建物資産の保全
を工学的に保証するものではない。例えば、震度 6 強の

リレー投稿 58

大規模実験施設での安全と活用による安全

　防災科学技術研究所
梶原　浩一
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地震で建物の継続利用が出来なくなる場合や、建物の建
替えが生じる損傷が建物に生じても、倒壊なく人命が守
られればその役割を果たしたことになる。これが一般市
民のコモンセンスとはなっていない。証券化などにより
不動産投資を幅広く募るにあたって作成されるデューデ
リジェンス・レポートに「建築基準法に適合しているの
で耐震性あり」と記載されるようなことがあるとすれば、
上記の範囲の話となる。以上のように，建築基準法によ
る耐震性能と、建物の使用継続の観点から達成すべき耐
震性能の水準には乖離があるにもかかわらず、必ずしも
十分理解されていない。耐震性能を建築基準法が定める
建屋の倒壊の回避という最低限の水準を守りつつ、社会
的に期待されるレベルにするための投資を促していくた
めには、住宅・建築物を含む社会インフラに対して汎用
的に使用される耐震性能指標の導入と、その指標を経済
的観点から活用する仕組みが求められる。ひいてはこれ
らの仕組みにより、既存の耐震、免震、制振技術やこれ
らを含む新たに開発された技術の費用対効果が明らかに
なることにより、社会での有効な活用の加速が期待でき
る。
　仕組みとしては、個々のインフラだけではなく、社
会の経済集積の場である都市を、都市 Cyber Physical 
System （以下，都市 CPS）としてモデル化し、対象と
適切な対応策の明確化，および，その効果の定量化がで
きれば、付加価値向上に向けた民間投資、あるいは、公
共投資への社会的な認容と実施が期待できる。特に、防
災・減災対策の費用対効果の把握が容易になれば、その
効果と照らし、災害発生時に必要となる社会インフラの
地震対応力が強化され、地震防災における「応急対応力」

「復旧・復興力」の維持も期待できると考えている。
　防災科研のＥ－ディフェンスと大型耐震実験施設を運
用する地震減災実験研究部門では、これら施設を用いた

実験とシミュレーション技術の高度化に加え、社会での
技術の活用に向けて都市ＣＰＳの研究に、大学の有識者、
関連機関・協会と企業との連携を持って着手したところ
である。

４．おわりに
　最近のトピックまでを紹介させていただいたが、将来
の大地震に備え、わが国の普段の生活と経済活動を維持
継続するための対応を進めなくてはならない。世界にか
んたる日本の免震・制振技術が社会に幅広く受け入れら
れ活用されることは有効な対応方策である。大規模な免
震・制振建物や構造物の実大実験は不可能としても、こ
れら技術を社会に幅広く受け入れられるようにするため
には、日本に実大規模の免震・制振部材を評価できる装
置を整備し、実用に向けた性能の確認と更なる技術の高
度化に向けた活用も必要ではないだろうか。
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（1）（公社）土木学会，「国難」をもたらす 巨大災害
      対策についての技術検討報告， 2018 年 6 月，http://
     committees.jsce.or.jp/chair/node/21，2019 年 5 月
      閲覧
（2）建築物の耐震改修の促進に関する法律，
     http://elaws.e-gov.go.jp/search/elawsSearch/  
 e l a w s _ s e a r c h / l s g 0 5 0 0 /
       detail?lawId=407AC0000000123，2019 年 5 月閲覧
（3）例えば，建設書建築研究所，平成 7 年兵庫県南部地
      震被害調査最終報告書，
     https://www.kenken.go.jp/japanese/research/
    iisee/list/topics/hyogo/pdf/h7-hyougo-jp-all.pdf，
      2019 年 5 月閲覧

図 1  都市ＣＰＳの構成イメージ
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開催日時：2019 年 9 月 9 日（月） （大会初日）
会　　場：秋田大学 講演室 A9 室（Zone A: 「サスティ
　　　　　ナビリティ」）
参加者数：約 20 名

　午前は主に安全に関わる 7 件の研究発表が行われ
た。内容は、試験、リスクアセスメント、教育、材料、
SDGs に関するものなどで、どれも安全向上について実
践と理論の面からのアプローチであり、また持続可能な
発展に資することを指向していた。また、学生の発表は、
その後のポスターセッションで議論を深めた。
　この部門の性質上、広範な講演があつまるが、安全を
キーワードとして相互に議論できることが有意義なこと
と考える。
　本部門は「高効率化」、「多機能化」、「長寿命化」など、
産業・化学機械の基盤となる学術分野を担っており、今
後、この視点の講演を期待したい。
［J171］ サスティナビリティの要請に応える産業・化学
機械の技術と安全
座長 中村瑞穂（職業大）
（1） New Uniform eddy current probe for fl aws on the 
　　aluminum plate
　　Repelianto Ageng Sadnowo（YNU），Kasai 
　　Naoya，Sekino Kouichi（KISTEC），Matsunaga
　　Masaki（YNU）
（2） 中小規模事業所向け簡易リスクアセメント手法の開
　　発
　　福田 隆文（長岡技科大），浅川 廣之進，芳司 俊郎
（3） 高等教育政策のパラダイムシフトは研究者に何をも
　　たらしたか？：インタビュー調査に基づく考察
　　長根 裕美（千葉大），永野 博（慶應大・政策研究院大）
（4） 持続可能な開発目標（SDGs）の達成のための学術
　　的知識の活用促進に向けて
　　隅藏 康一（政策研究院大），加藤春香
座長 谷口満彦（東レエンジニアリング）
（5）スモールパンチ（SP）試験におけるポリ塩化ビニル
　　（PVC）電線被覆材の余寿命予測への適用
　　古賀 康友（東工大），荒尾 与史彦，久保内 昌敏
（6）機械的回転攪拌翼による液流れにおける PTV 乱流
      計測
      松永 宏典（室蘭工大院），中田 政弥，吉田 雅典
（7） 安全確認の原理による安全作業手順の検討
      宮﨑 大和（職業大），中村 瑞穂

　午後は、ワークショップ「安全の基礎を考える」を実
施した。最初にリスクアセスメントから保護方策（安全
対策）までに流れを説明があった。次いで、リスクが低
減したことの証明とは何か、について講演を基に踏み込
んだ議論を行った。最後に、インターロックにおける安
全の証明の一つの手法として事故前の停止の講演と質疑
があった。その後、3 講演を通しての質疑を行い、確率
が低いという評価ではなく、安全を立証するという立場

があることを認識した。
［W17100］ ワークショップ「安全の基礎を考える」
司会 福田隆文（長岡技科大）]
（1）  安全構築の基礎について
　　福田隆文（長岡技科大）
（2） リスク低減に対する安全の立場とその証明性につ
　　いて
　　杉本 旭（NPO 安全工学研究所）
（3）安全確認型インタロックシステムにおける安全機
　　能（事故前の停止）の評価事例
　　中村瑞穂（職業能力開発総合大校）

研究発表講演会 2019 冬
　職業能力開発総合大学校 3 号館 1 階階段教室で 15 名
程の聴講者を集めて開催した。
基調講演 2 件と一般講演 7 件で活発な議論が行われた。
開催日：2019 年 12 月 20 日（金） 9 : 50 ～ 17：00
基調講演（1），進行：茂木 俊夫（東京大）
様々な安全衛生活動に適用可能な行動分析学の原理と技
法
○北條 理恵子（独立行政法人 労働者健康安全機構 労働
安全総合研究所）
基調講演（2），進行：茂木 俊夫（東京大）
リスク低減に対する安全認知とその証明性（リスクベー
スの安全の論理的理解について）
○杉本　旭（NPO 安全工学研究所）
OS 産業・化学機械のイノベーションにおける課題と対
策①，座長：戸枝　毅（富士電機）
OS-1  FSIS-PD の危険側故障における安全機能の評価方
　　  法の検討○（学）水口 透真（職業大） 
OS-2 家電製品に対する市場データを用いた安全設計に
　　　よるリスク低減効果の推定（安全装置の機能の限
        界について）〇（学）山中 幹夫（長岡技術科学大学）
OS-3 金属塩化物 / アンモニア系向け化学蓄熱材料の開
        発〇（学）金子 純子（東工大） 
OS-4 シミュレーションを用いたマルチコイル型渦電流
        探傷プローブの開発〇（学）松永 雅樹（横浜国大）
一般セッション 産業・化学機械のイノベーション
における課題と対策②，座長：中村 瑞穂（職業大）
GS-1 コネクテッド・インダストリーにおけるセーフ
      ティーおよびセキュリテーソリューション○（正）
        戸枝　毅 （富士電機）   
GS-2 粉体を扱う貯槽等での火災の検知○（正）八島 正
        明 （安衛研） 
GS-3 個人ばく露モニタリングによる手持ち振動工具使
      用における振動ばく露管理○（正）柴田 延幸（安
        衛研）　

⑤

産業・科学機械と安全部門2019年度年次大会・研究発表 講演会開始報告
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講習会 報告書
演　題：国際規格対応　機械安全設計のポイント（基礎編） 
　　　　機械・電気及び機能安全
協　賛 : 安全工学会，安全工学研究所，エンジニアリング協
　　　　会，化学工学会，軟包装衛生協議会，日本機械工業
　　　　連合会，日本鍛圧機械工業会，日本金属プレス工業
　　　　協会，日本高圧力技術協会，日本工作機械工業会，
　　　　日本食品機械工業会，日本信頼性学会，日本製パン
　　　　製菓機械工業会，日本非破壊検査協会，日本プラン
　　　　トメンテナンス協会，日本包装技術協会，農業食料
　　　　工学会，腐食防食学会
開催日：2019 年 6 月 26 日（水曜日）10:00 ～ 17:00
会　場：品川区中小企業センター　大会議室　　
　　　　〒 141-0033 　東京都品川区西品川 1 丁目 28 － 3
聴講料： 会員及び共催、協賛団体会員 5,000 円（学生員 2,000
               円）　会員外 8,000 円（一般学生 3,000 円）参加者：40
         名（会員 10 名、共催・協賛団体会員：14 名、会員
            外：16 名、学生：0 名）
主　旨：当講習会では，国際標準を用いた評価実務の第一
　　　　人者が，機械の安全設計を行う際に問題となる点を，
　　　　事例を交えて解説する．

演題詳細  ：

コメント
良かった点
 ・認証機関、メーカから貴重な情報を聞くことができた .
 ・全体的に密度が高く非常に勉強になった .
 ・リスクアセスメントのフォーマットを使っての演習はと
   ても有意義でした。これをもとにRAを進めてまいります。
 ・ 欧州指令の全体像が頭の中で整理できました .
    EMC の復習ができた .
 ・実践的でわかりやすかった .
 ・話し方のテンポが良く眠い時間にもかかわらず何とかなっ
    た .

改善すべき点
 ・聞き取りにくい部分があった .
 ・話が止まるときがあり残念 . でも分かりやすかった .
 ・業務上での実際ありそうな悩みが参考になりました . 具体
    的な事例もあると良かったです .
 ・資料の字が小さい
 ・ユーザーとしての苦労や実例をできる限りの範囲で聞き
    たかった .
 ・死んだという表現はよくない . 亡くなったとしてください

写真：

満足

講演 1

講演 2

講演 3
講演 4

講演 5
講演 6

講演 7

講演全体

普通 不満 平均

5 4

18

17

19

18

13

16

10

6

8

2

8

11

7

2

0

0

0

4

0

0

0

0

0

1

0

3.76

3.86

4.10

3.90

3.34

3

10

3

4

7

5

3

6

8

5

0

1

0

0

4.17

3.76

3.97

3 2 1

回収 : 31 名
評価

アンケート結果：

16

１．機械安全の導入 （基礎）　機械編＋実例紹介

司会：テュフズードジャパン株式会社　IMグループ
機能安全部　淺井　由尚

午前開演 10:00 ～ 10:05
1） 導入 +機械
安全講習 Part1

欧州機械指令の概要と，機械装置
の適合性評価の進め方 とポイント
をご説明いたします .（機械編）
午後の講習「リスクアセスメント
のワークショップ」の導入編 .　
+ 最新情報　製品安全における機
能安全評価のご紹介

10:05 ～ 10:55
テュフズード
ジャパン　
大津　まさ
ひこ＋　
丸山　響

2） 導入時の実
際の経験、事
例

機械安全の国際規格対応を考えて
行く上で、新人や新担当者が直面
する様々な問題点を話す . 事例は、
様々な企業からサンプリングした
事例を紹介する .

10:55 ～ 11:45
東レエンジニ
アリング　
谷口　満彦

2. 機械エンジニアのためのリスクアセスメント（初級）
＋電気・EMC編）

ランチタイム（11:45 ～ 13:00）

午後開演 13:00 ～ 13:05

1）機械設計の
ためのリスクア
セスメント（RA）
ワークショップ

欧州機械指令対応を始めるときに
重要なツールであるリスクアセス
メントについて、その概要と導入
について解説する .　ワークショッ
プ形式を想定 .

13:05 ～ 14:00
富士電機
戸枝　毅

休憩

2）機械安全
講習
Part2

機械指令と低電圧指令の関係を説
明し、機械の電気設備を安全に構
築するためのポイントを、整合規
格である IEC/EN 60204-1 をもと
に紹介する . （電気編）

14:00 ～ 14:50
テュフライン
ランド
井土　伸彦

14:50-15:00
3）機械安全
講習
Part3

1. EMC指令の要点と重要規格、
試験の概要
2. EMC対策のポイント

北米市場製品開発時に考慮すべ
きこと

15:00 ～ 15:50
SGS
根本　拓哉

4）機械安全
講習
Part4

15:50 ～ 16:40
UL ジャパン
吉村　俊輔

質疑応答及びディスカッション 16:40 ～ 17:00
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演　題：国際規格対応　機械の安全設計のポイント（中級編）
　　　 機械，電気及び機能安全
共　催 : 日本電機工業会
協　賛 :        安全工学会，エンジニアリング協会，化学工学会，
　　　 中央労働災害防止協会，軟包装衛生協議会，日本機
        械工業連合会，日本鍛圧機械工業会，日本金属プレ
          ス工業協会，日本クレーン協会，日本高圧力技術協会，
        日本工作機械工業会，日本食品機械工業会，日本信
           頼性学会，日本製パン製菓機械工業会，日本電気計
        測器工業会，日本電気制御機器工業会，日本非破壊
          検査協会，日本プラントメンテナンス協会，日本包  
          装技術協会，日本ロボット工業会，農業食料工学会，
          腐食防食学会
開催日 : 2019 年 9 月 26 日（木曜日）10:00 ～ 17:00
会　場 : 日本電機工業会　会議室 61-63　　　
        〒 102-0082　東京都千代田区一番町 17 番地 4 電機工
           業会館
聴講料 : 会員及び共催・協賛団体会員6,000円（学生員3,000円）
        　会員外 9,000 円（一般学生 4,000 円）
参加者：53（会員 7 名、特別員 6 名、共催・協賛団体会員：
           18 名、　会員外：22 名、学生：0 名）
主　旨：当講習会では，国際標準を用いた機械設備設計者、
         ユーザー及び評価実務の第一人者が，機械の安全設計
           を行う際に問題となる点を，事例を交えて解説する．
演題詳細：

コメント
良かった点
 ・最新の規格情報がわかったのがよかった .
 ・分かりやすい説明と大事なポイントをおさえた内容でと
　ても参考となりました .
 ・実機に即した説明でわかりやすかった .
 ・  勉強させていただきたかった内容だったので良かったです .
 ・自分の仕事に関わるところなので興味深く聞かせて頂き
   ました.もっと詳しく長い時間をとって内容を聞きたいです.
 ・指摘事項など具体的にどこを気をつけるべきかなどの内
    容がありとても良かった .
 ・複数の先生により、いろいろな目線からの講義がよかっ
    たです .
 ・１つ 50 分はテンポが良くてよいです .

改善すべき点
 ・講習スピード速度がもう少しゆっくりであるとより良かっ
   たと思いました .
 ・日本語変換して説明して欲しい。内容が入ってきません.実
   例も欲しい .
 ・中級なのでもっとレベルを上げていいのでは .
 ・話していた内容をテキストに入れてほしい。時間が少な
    いと思う .
 ・席に余裕がない . 一番前が近すぎる . 詰め込みすぎで個々
    の説明が50分程度で不十分 .もう少しテーマを絞ってじっ
   くりやった方がよいと思います .
 ・当日の運営は問題なかったが、事前案内をもう少し充実
    してほしい .

写真：

１．機械安全・機能安全規格の最新動向と機械エンジニアの
ための機能安全事例

テュフラインランドジャパン 　製品部　　 杉田 吉広

午前開演 10:00 ～ 10:05
1） 産業機械設計
者のための機械
安全設計概説

産業機械の安全設計は，ISO 12100
に基づく設計原則であるリスクア
セスメントとリスク低減が基本で
ある。本講習では，設計者が適用
できるリスクアセスメント，リス
ク評価事例とリスク低減に適用さ
れる主要な国際規格とその内容に
ついて最近動向もを交えて分かり
易く解説する .

10:05 ～ 10:55
機械安全実践
技術促進会
畑 幸男

2） 機械・設備安
全設計技術のキー
ポイント

機械や設備の安全設計技術は、
エンジニアが学ぶべき基本機能と
言える。午後からの各種安全技術
講習の理解を促進するため、本講
習では、安全設計技術のキーポイ
ントを復習し、安全の理念を再認
識していただくことを目標として
いる .

11:00 ～ 11:50
富士電機
戸枝　毅

２．機械安全設計のポイント
午後開演 13:00 ～ 13:05

1）ケース１:
機械安全設計の
ポイント

欧州機械指令及び関連規格を考慮
した機械の安全設計（ガードを中
心とした機械安全）のポイントに
ついて実例を交えて解説します .

13:05 ～ 13:55
トヨタ自動車
新　幸之助

休憩

2）ケース 2：
機能安全

機械のリスク低減方策として機能
安全を適用する際に重要なコンセ
プト設計のポイントを ISO 13849-
1, IEC 62061 に基づいて解説しま
す .

14:00 ～ 14:50
テュフズード
ジャパン
松前 貴志

14:50-15:05
3）ケース 3：
電気安全

国内で使用実績のある電気・電子
機器がCEマーク対応または国外
出荷対応時の典型的な指摘事例と
対策事例を紹介します．実際の事
例を照会しながら国外向けで安全
に関わる電気・電子設計コンセプ
トを解説します．

15:05 ～ 15:55
テュフライン
ランド フエン
テス・アドリ
ヤン

）

産業機械の制御盤を評価する際
に用いられる規格 ,UL508A 3rd
Edit ion を中心に , 実際にあっ
た不適合事例も交えながら説明
します .

4）ケース 4：
北米安全

16:00 ～ 16:50
UL ジャパン
山本　進

質疑応答及びディスカッション 16:50 ～ 17:00

満足

講演 1

講演 2

講演 3
講演 4

講演 5
講演 6

全体運営

普通 不満足

回答数5 4

17

17

22

10

20

19

14

18

10

9

15

15

2

1

0

5

0

0

0

0

0

0

49

49

49

47

42

18

15

12

21

18

8

13

12

12

8

1

1

0

49

48

3 2 1

回収 : 49 名
評価

アンケート結果：

平均点

3.80

4.18

4.18

3.64

3.95

3.49

3.90
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演　題：国際規格対応 機械の安全設計のポイント
　　　　機械安全，電気安全，機能安全，北米安全
協　賛： 安全工学会，安全工学研究所，エンジニアリング協
　　　 　会，化学工学会，軟包装衛生協議会，日本機械工業
　　　　連合会，日本鍛圧機械工業会，日本金属プレス工業
　　　　協会，日本高圧力技術協会，日本工作機械工業会，
　　　　日本食品機械工業会，日本信頼性学会，日本製パン
　　　　製菓機械工業会，日本非破壊検査協会，日本プラン
　　　　トメンテナンス協会，日本包装技術協会，農業食料
　　　　工学会，腐食防食学会
開催日：2020 年 2 月 7 日（金曜日）10 : 00 ～ 17 : 00
会  場：一般社団法人 日本機械学会 会議室
　　　 〒 160-0016 東京都新宿区信濃町 35 番地信濃町煉瓦
            館 5 階
聴講料： 会員及び共催、協賛団体会員 5,000 円（学生員 2,000
            円）　会員外 8,000 円（一般学生 3,000 円）
参加者：43 名（正員 13 名、特別員（法人会員）8 名、協賛
            団体会員 13 名、会員外 9 名）
主　旨：リスクアセスメントを実施し，リスクを受け入れ可
          能なレベルに低減させた機械を設計・製造すること
          は，機械メーカの責務である．このために，機械の
         安全要求標準化が ISO,IEC を中心に進められてお
         り，わが国でも日本工業規格（JIS）として発行され
            ている。
　機械メーカとしては，仕向け地で使用されている機械安全
の標準に従って機械を設計しなければならないが，「国際標
準の理解・解釈に時間を要する．仕向け地で受け入れられる
のか心配である．」などの声が，現場から寄せられている。
　当講習会では，国際標準を用いた、機械設備設計者、ユー
ザー及び評価実務の第一人者が，機械の安全設計を行う際に
問題となる点を，事例を交えて解説する。
　JIS/ 国際規格に沿って機械の安全設計および品質保証を
担当されている実務者のスキルアップに重点を置いておりま
す。

演題詳細：

良かった点
 ・ISO/IEC を体系的に知ることができた。
 ・開発ステージの流れが理解できた。
 ・各規格の位置付けが理解できた。
 ・国際規格開発について知見がなかったが、わかりやすく
    説明して頂き理解が深まった。
 ・最新動向が分かった。
 ・取扱説明書の規格は知らなかったので参考になった。
 ・内容は大変分かり易すく勉強になった。
 ・北米安全について触れたこと、規格関連の第一人者からこ
   れらの規格に対するコンタトを知ることができ参考になっ
   た。

改善すべき点
 ・文字が小さすぎる
 ・もう少し重点ポイントを絞って講義を勧めたほうが良い
 ・英語資料の説明文をもう少し加えて欲しい
 ・動向については少し難しかった。
 ・午後の講義に向けての用語の説明をもう少し盛り込んで
    いただけると良かった。
 ・少し早口で追いついていくのが大変な部分もあった。

コメント
講義１：午前　１） 安全規格動向機械安全・機能安全の最新
動向
写真：

１．機械安全・機能安全規格の最新動向と機械エンジニアの
　　ための機能安全事例

司会：機械安全実践技術促進会　代表　畑　幸男

午前開演 10:00 ～ 10:05
1） 安全規格動向
: 機械安全・機能
安全の最新動向

機械安全の国際規格エキスパート
による機械設計に関連する機械安
全・制御安全・機能安全の最近の
動向について分かり易く解説する。

10:05 ～ 10:55
テュフライン
ランド
杉田　吉広

2） 機械エンジニ
アのための機能
安全入門

欧州機械指令ではパフォーマンス
レベル（PL）の表示が 2012 年か
ら義務付けされ、機能安全の理解
無しにはPLへの対応が難しくなっ
ている。CE マーキングを始めと
する国際安全規格対応の要点を解
説し、午後の講習「第三者評価の
実務例」の導入編として最適な内
容となっている。

11:00 ～ 11:50
富士電機
戸枝　毅

２．機械安全設計のポイント
ランチタイム (11:45 ～ 13:00)

午後開演 13:00 ～ 13:05

1）機械安全設
計のポイント

厚生労働省で示されている機械安
全設計の指針「機械の包括的な安
全基準に関する指針」に基づいて
機械設計者が実施するための機械
安全設計のポイントについて設計
事例を交えて説明します。

13:05 ～ 13:55
トヨタ自動車
新　幸之助

2） 機能安全 機械のリスク低減方策として機能 14:05 ～ 14:55

休憩

設計のポイント 安全を適用する際に重要なコンセ
プト設計のポイントを ISO 13849
-1,IEC 62061 に基づいて解説しま
す。

14:05 ～ 14:55
テュフライン
ランド
 井土　伸彦
14:55-15:05

3）電気安全設
計のポイント

国内で使用実績のある電気・電子
機器がCEマーク対応または国外
出荷対応時の典型的な指摘事例と
対策事例を紹介します．実際の事
例を照会しながら国外向けで安全
に関わる電気・電子設計コンセプ
トと設計のポイントを解説します。

北米向け産業機械を評価する際
に用いられる規格、UL2011 を
中心に、設計のポイントを説明
します。

15:05 ～ 15:55
テュフライン
ランド フエン
テス・アドリ
ヤン

4）北米安全設
計のポイント

16:00 ～ 16:50
UL　ジャパン
吉村 俊介

質疑応答及びディスカッション 16:40 ～ 17:00

満足

午前講習 1

午前講習 2

午後講習 1
午後講習 2

午後講習 3
午後講習 4

講習全体

普通 不満 平均
5 4

14

16

17

14

13

13

12

6

7

10

9

3

0

0

5

1

1

0

0

3

0

3.69

4.28

4.23

3.90

13

10

9

17

16

4

6

11

5

1

1

0

0

3.65

3.90

3.84

3 2 1

回収 : 31 名
評価 : 

アンケート結果：

15

評価

講習
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良かった点
 ・当たり前に行っていたことの説明ができる講習であった。
 ・安全の重要性が分かった。安全確認型が大切なことが分
    かった。
 ・安全規格の概要について簡略化されていて分かり易かっ
   た。
 ・安全設計に対する概念が分かった。規格絶対でなく、自身
   で安全を証明できれば良いことが分かった。
 ・安全設計の重要性を知る機会になった。
 ・機能安全の基本的な説明としてよく理解できた。
 ・具体事例を踏まえた説明でとても分かり易かった。
 ・これまであまり意識してこなかった安全設計のアップロー
   チの考え方に気付かされた
 ・実例があり分かり易かった。
 ・自動車関連の作業安全講習は受けたことがあり改めてせっ
   けいにおいても安全の重要性が実感できた。
 ・話のポイントが分かり易かった。
 ・理解しやすい説明でした。もっと踏み込んだ話を聞けれ
   ば良かった。
 ・分かりやすい言葉で基本的なことが分かり易かった。
 ・分かり易かった。安全確認型と危険検出型の話が心に残っ
   た。

改善すべき点
 ・１oo2,1002D,2oo3、略号の説明をもう少し入れて頂きたい
 ・内容が盛りだくさんでもう少し時間が欲しかった

良かった点
 ・SRS の中身がよく理解できた。
 ・機械指令と規格の考え方が分かった。
 ・機能安全認証のイメージが分かった。
 ・コンセプトフェーズの大切さと具体的な内容までよくわっ
   かった。
 ・コンポーネントの機能安全に対する概念が分かった。
 ・実際の製品事例を取り上げ、機能安全のポイントについて
   わかりやすい説明で良かった。
 ・最も聞きたい内容だった。文書化によって設計意図が伝承
   されるというのは良い点だと思った。
 ・よくある SRS の仕組みを知らなかったので良かった。
 ・リスクアセスメントの手法を学べ、知見が深まった。
 ・具体的な指摘の事例があって良かった。

改善すべき点
 ・仕事で関連性が薄かったので難しかった
 ・システム FMEA のブラッシュアップの具体例を聞ける時
   間があると良かった。
 ・理解が難。
 ・PPT の図だけのところは、もう少し補足の言葉を入れて
   欲しい。
 ・実務のイメージが想像しにくい話だった。
 ・もう少し時間を取って詳しく説明して頂きたいと思った
 ・イメージは分かったが、具体的に「何をすれば良いか」に
   悩む。
 ・ボリューム的に時間が足りない。
 ・専門用語で分かりづらい部分もあり最初の方でつまづいて
   しまい理解しきれなかった。

良かった点
 ・Ｓ安全設計手順を具体的に知れて良かった。
 ・大枠でイメージを深めることはできた。導入には良いと
   思った
 ・家庭を例にしたリスクアセスメントの例と子供のハザー
    ドについての話は、初めて聞く内容でわかりやすかった。
 ・機会安全の考え方に対すること、規格の扱い方は参考に
   なった
 ・機械安全導入の具体的な方法がイメージできた。
 ・規格の関係性、情報について分かった。
 ・子供の行動も参考にすべきということを具体的に取り入れ

   たことが新鮮であった
 ・実務に沿った話で分かり易かった。また参考先のリンクも
   あり今後の業務にすぐに使える情報をいただいた
 ・説明が分かり易かった
 ・短時間で具体的事例がわかりやすい
 ・ハザードの洗い出しはこれまであまり意識してこなかっ
    た
 ・レベルとしては丁度良いと感じた
 ・実例を伴う説明で分かり易かった。具体的な指摘の事例
    があって良かった。

改善すべき点
 ・専門的な内容を増やして欲しい。
 ・抽象的すぎてよく分からなかった。
 ・スライドの文字量が多すぎてわかりにくい部分もあった。

講義２：午前　２）：機械エンジニアのための機能安全入門
写真：

講義４：午後　２）：ケース２: 機能安全設計のポイント
写真：

講義３：午後　１）ケース１: 機械安全設計のポイント
写真：
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講義５：午後　３) ケース３: 電気安全設計のポイント
写真：

講義６：午後　４) ケース３: 電気安全設計のポイント
写真： 

講習会運営について：

良かった点
 ・IEC 60204-1 で何が求められているのか大まかに分かった。
 ・指摘事例は規格にないこともあり、ノウハウになっている
   と思うのでもっと色々な事例を知りたかった。
 ・電気安全について危険原別に解説いただき理解できた
 ・設備系の情報について知れたことは良かった。（車載設計
   担当）
 ・電気安全の規格適応は、海外に出す機械のあり勉強中のた
   め良かった。
 ・電気安全に関する知見が深まった
 ・電気安全で重要なポイントを理解できて良かった。
 ・電気安全として広く話をしていただけた。持ち帰り理解し
   ていきたい。
 ・電気機器を使う上で参考になった。どのような点に着目す
   れば良いか解りやすく聞けた。
 ・電気設計は専門外でしたが機械設計の安全に関わってくる
   部分もあり参考になった。
 ・部品別の説明が良かった。
 ・北米と欧州の規格の違いについて学ぶことができた。
 ・リスクに対する保護方策がわかりやすい。
 ・実例を伴う説明で分かり易かった。

改善すべき点
 ・仕進みが速く、理解が追い付かなかった。

良かった点
 ・基本的なことから専門的なことまで勉強になった。
 ・国際規格の概要が理解できて良かった。
 ・時間配分等、良かった。
 ・大変参考になった。
 ・適宜休憩を挟みつつ、円滑に進行していた。大変有意義な  
   セミナーであった。
 ・非常に濃い内容で RA/Functional Safety について勉強に
    なった。

改善すべき点
 ・仕資料がカラーだと分かり易かった。できればデータでも
   らいたい
 ・基本的にさわりだけの講義だったため、もう少し突っ込ん
   だ話を聞きたかった。
 ・１つ１つの講義をゆっくりと聞きたいと思った。
 ・時間が少なかった。
 ・ボリュームが多く、別途セミナーを開催していただきたい。
 ・機械の安全設計に特化した講習のみもあると良い。

良かった点
 ・I ISO/IEC と少し解釈が違う点が理解できて良かった。
 ・UL 規格について全く知識がなかったが理解が深まった。
 ・UL 固有規格がよく理解できた
 ・電気設計は専門外でしたが機械設計の安全に関わってくる
    部分もあり参考になった。
 ・北米について無知だったが勉強になった。北米に機械を出
    す際の参考にした。
 ・北米の安全情報を具体的に聞けて良かった。
 ・北米の概要が分かって良かった。
 ・北米に対しての規格の概要が分かった。

改善すべき点
 ・仕全体的に詰め込みすぎ
 ・説明が少し理解し難かった。
 ・複数の UL 規格があり、違いや要求事項を整理した。情報
    があるとありがたい。
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トワイライトセミナー
第44回　トワイライトセミナー
「技術士第二次試験－機械部門の受験対策講座（新試験
制度対応）」
開 催 日：2019 年 4 月 11 日（木）18 : 30 ～ 20 : 00
会　　場：キャンパス・イノベーションセンター東京
　　　　　 2 階 多目的室 1
参加者数：41 名

内容
　第 44 回トワイライトセミナーは、講師に大原技術士
事務所（元千代田化工建設　主席技師長）の大原良友
氏をお招きして「技術士第二次試験－機械部門の受験
対策講座（新試験制度対応）」を開催した。

　今年度は試験制度が改定された初回の試験となるこ
と、開催案内を昨年度より早めの 2月に行い、かつメー
ルによる会告も関東支部をはじめ昨年度以上に広範な
部門に配信できたことで、初期設定定員 30 名を大幅に
超える 41 名の参加があった。（会場の定員は 45 名）

　本セミナーは例年受験申込み期間の前半に開講して
いるが、技術士第二次試験の概要だけでなく、技術士
資格を取得するメリットや、受験申込みにあたっての留
意点、申込用紙を作成するコツに至るまでを詳細にノウ
ハウを解説していることから、技術士を目指す者にとっ
てはタイムリーで有益な講座となっている。

　講義では、まず技術士制度、技術士法の目的を紹介
の後、試験制度の概要について説明した。続いて、技
術士二次試験の機械部門における今年度の試験改正点
を詳しく解説し、筆記試験と口頭試験に対する今年度の
対応方法、筆記試験における答案の書き方等について、
必須科目、選択科目での具体的な答案記載例を示しなが
ら分かりやすく解説した。さらに、受験申込書の業務
経歴の書き方など、申込書作成時の留意点・コツから
試験当日までの心構えまでも言及され、参加者も具体
的なイメージを思い浮かべながら熱心に聴講していた。

　講座終了後の質疑応答の時間では、参加者から具体的
な答案内容や試験勉強方法に関する質問が多く出され、
大原講師には時間を超えて個々の質問に細かく丁寧に
対応いただき、参加者にとっては非常に有意義な講座
となった。

写真： 第 44 回トワイライトセミナー 講義の様子

第 45 回　トワイライトセミナー
機械工学分野における失敗学

開 催 日：2019 年 12 月 2 日（月）18 : 30 ～ 20 : 00
会　　場：東京大学 工学部 2 号館 222 講義室
参加者数：31 名

内容
　第 45 回トワイライトセミナーでは、講師に中尾政之
教授（東京大学大学院 工学系研究科 機械工学専攻）を
お招きし、「機械工学分野における失敗学」を開催した。
　当日の講演では、回転ドア事故や福島第一原子力発電
所水素爆発事故等について、失敗学の視点から解説いた
だいた。特に、事故原因に関して、日本と海外の事前技
術情報に基づく対応動向を比較された点は大変興味深い
内容となった。また、最近の事故事例として、中央道笹
子トンネル天井板の落下事故、新幹線の台車重大インシ
デントおよび京急電車踏切事故について機械、材料およ
び信号システムの視点から解説いただいた。昨今の情報
化社会の進化、情報の民主化、すなわち個人レベルで一
人一人がセンサーとなりうる環境の出現により、様々な
場所の検出データや監視カメラ、ドライブレコーダー等
からの複数の記録を用いることで、事故原因が早急に明
らかになる点をこれらの事故事例を基に解説された。裏
を返せば、事故原因を隠すことは難しく、技術者倫理に
則り誠実に事故情報と分析結果を開示することが重要で
あることが指摘された。これらの事故事例より、最近の
失敗学の変遷として、”つい”、”うっかり”を防ぐため
の「雑念を捨てて、作業に集中する（一点集中）」から、”
まさか”の事態に対応するための「違和感を拾って、思
考を展開する（広域展開）」考えへと、着目する失敗の
型が変わってきたことが紹介され、これまで起きていな
いような予期しない様々な失敗へ対応することがこれか
らの社会では必要であることがわかった。
　今回は産業・化学機械と安全部門HPへの掲載、関連
部門（法工学推進会議、生産加工・工作機械部門、生産
システム部門、ロボティクス・メカトロニクス部門）へ
のメール配信に加え、関東支部へ開催案内をメール配信
したところ、最大 45 名の予約をいただいた。その後、
キャンセルが発生したことにより、参加者が 31 名となっ
たが当初の定員数（30 名）通りの開催となった。講演
終了後の質疑応答では、参加者から多くの質問があり、
予定時刻を 30 分もオーバーする大盛況な企画となった。
より広いイベントの開催周知が、より活発な行事活動に
寄与することから、今後も積極的な広報活動を実施して
いくこととしたい。
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学生対象事業施設見学会
（株）ナックイメージテクノロジー　
       －高速度撮影の世界－

開催日時：  2019 年 8 月 28 日（水曜日）14:00 ～ 17:00
会     場：  株式会社ナックイメージテクノロジー　
                横浜工場
            〒 224-0034　神奈川県横浜市都筑区勝田町
                                   1247
参加者数 ：8 名
内容：
　2019 年度機会の日のイベントの一環として、第 14 回
学生アカデミーは、各種映像装置を製造するナックイ
メージテクノロジー社の見学会を行いました。
　映画撮影用レンズの開発から始まったナックイメー
ジテクノロジー社は、現在、映画・放送用映像機器及
び研究・計測用撮影機器の製造及び販売を主とし、照
明装置、特殊光学系、視線計測システム、画像解析シ
ステムといった、撮影に関するトータルインテグレー
ションを提供しています。今回の見学会では、装置の
開発、製造及び各種試験を行っている横浜工場を訪問
し，その施設を見学するとともに，撮影装置を用いた
実習を行いました。
　見学では、組立工程、加工工程、環境試験室等を拝
見させていただき、iPad により遠隔で操作できる装置
や、複数のカメラを完全同期する高速度カメラユニッ
ト、軽量化した視線計測装置などを、直接触れながら、
説明を受けました。1製品あたりの出荷数が少ないため、
ユーザのニーズに合わせた個々の仕様に応えられるの

開催日：　2019 年 9 月 3 日 ( 火 ) 13:00 ～ 16:30
会　場：　JFE スチール株式会社 東日本製鉄所（京浜
               地区）
参加者：　7 名（学生員 1 名、一般学生 6 名）、笠井委員、
　　　　  茂木
実施結果：
1)製鉄所概要および安全活動概要説明
　会社や東日本製鉄所について説明していただいた。

2)安全考学未来館見学
　安全考学未来館には、社内教育用として各種の安全
体感装置等が揃っており、実際に、巻き込まれ、挟ま
れ体験の他、バーチャルリアリティーによる踏み抜き
による落下体験を行った。踏み抜き体験は、数センチ
の高さだけ落ちるような台に乗って体験するもので
あったが、非常にリアルに怖さを感じられるものであっ
た。

「巻き込まれ」体験の様子　　 参加者集合写真

No. 19-71　第 15 回学生アカデミー（産学連携）学生対象事業

も特徴とのことです。また、3D プリンタを用いた開
発を行う一方、レンズの研磨は一つずつ手作業で行い、
職人技を生かすなど、新旧問わず最適な技術を活用し
ていることが伺えました。
　実習では、高速度カメラによる撮影を行ったほか、
被験者にセンサーを装着しない視線計測装置を体験し、
最新装置に触れる機会を得ました。
　日頃、高速度カメラを用いた研究を行っていたり、
情報処理を専門とする学生が参加したことから、身近
な装置をより深く理解できる、有意義なイベントとな
りました。
　最後に、本イベントの開催に御協力頂き、施設を見
学させていただきました株式会社ナックイメージテク
ノロジーの関係者の方々にお礼を申し上げます。

No. 19-70　2019 年度機会の日／第 14 回学生アカデミー（産学連携）
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3）製鉄所見学
　東日本製鉄所内にある扇島エリアにバスで移動し、
原料岸壁、原料ヤード、高炉を車窓から見学した後、
厚板工場を見学した。厚板工場では、板厚圧延工程を
見学し、熱せられた鋼板を間近で見ることができ、参
加者にとっては貴重な体験であったと感じられた。
　　　　　　　　　　　

　2019 年 11 月 30 日（土）、「HACCP システムと生産設備の
衛生設計」をテーマに、食品を製造する重要な工程を管理し、
食品の安全性を確保する管理手法である HACCP システムの
前提となる食品製造の設備機器の衛生設計の考え方、設備機
器の洗浄・殺菌に関係する法規、JIS 等の規格等と魚肉練り
製品製造工場を事例に洗浄・殺菌の手順作成の考え方を説明
しました。

開催日時　2019 年 11 月 30 日（土）14：00 ～ 16：30
会　　場　中野サンプラザ　研修室 8（東京都中野区中野
　　　　　4-1-1）
演　　題　①「生産設備の衛生設計の考え方」
　　　　　　　　一般社団法人日本食品機械工業会 事業部
                                                            　    大村　宏之

　　　　　②「食品工場の洗浄・殺菌の手順作成の考え方」
　　　　　　　　株式会社紀文食品　顧問　中川　則和

講演内容（概要）
　①「生産設備の衛生設計の考え方」（大村　宏之）
　　HACCP システムは、GMP などの前提条件を満たした
上で構築されます。前提条件には、　生産施設、作業手順、
5S、等と共に“生産設備”も対象となります。HACCP シス
テムの構築に生産設備の衛生設計は不可欠ですが、あまり知
られていない食品製造設備機器の衛生設計の考え方を説明しま
した。

 令和元年 10 月 10 日（木）、日本機械学会において No.19-
375 特別講演会として「機械安全における人の行動の法則と
定量評価」のタイトルで「第１回産業安全行動分析学研究会」
の勉強会を開催いたしました。
 　「産業安全行動分析学研究会（以下、当研究会と称す）」は、
もともとは「行動分析学」という心理学の一学派を基盤とし
ています。行動分析学は、一般の心理学の考え方とは異なり、
人の「行動」に焦点を置きます。また、人とモノと環境との
関係を予測・制御・分析・評価する学問です。行動を定量的
なものとして捉え、定量的に計測する学問です。したがって、
工学系関連の学問とは非常に親和性が高いと感じています。
教育、医療等の現場で行動分析学は活用されていますが、当
研究会は、機械安全領域の専門家及び実践家の皆様と手を携
え、作業者の安全行動の強化と不安全行動の削減を目標に発
足しました。発足から約 2 年が経過し、縁あって日本機械学
会の傘下で活動することとなりました。

13

〇感想
　どのような経緯で申し込んだか聞いてみたところ、自
分で学会ホームページから見つけた、教員から紹介が
あったというものであり、教員も当部門とは関係のない
研究分野のようであった。参加者は期待したほど多くは
なかったが、四力の部門にインフォメーションメールを
送ることにより、部門運営委員の関係学生以外からも参
加が見込める可能性がわかった。

　②「食品工場の洗浄・殺菌の手順作成の考え方」
                                                                 （中川 則和）
　食品を製造する設備機器の洗浄・殺菌は HACCP の一般的
衛生管理の重要な項目です。製造設備機器の洗浄・殺菌に関
係する法規、JIS 等の規格と魚肉練り製品製造工場の事例か
ら、設備機器の洗浄・殺菌の手順を作成するときの検討事項、
検証等について紹介しました。
参加者　参加者 40 人、講師 2 人、事務局 2 人（計 44 人）
                                                                    藤平 幸男 

2019 年度市民フォーラム開催報告書

特別講演会　第１回産業安全行動分析学研究会（勉強会）開催記
 当研究会の記念すべき第 1 回勉強会には、30 名の方々が
ご参加くださいました。はじめに、お一人ずつ自己紹介を
かねて参加理由や目的をお話し頂きました。伺ってみると、
皆様が明確な目的をもってご参加いただいたことがよくわ
かり、驚きと、この会の必要性を認めていただいたような
うれしさを感じました。会社や組織における安全に高い意
識をお持ちであるとの印象とともに、安全だけではなく組
織の運営等の改善や問題解決を模索していらっしゃる方も
少なからずご参加いただいでいると感じました。
　次に、当研究会代表の北條が、約 1 時間にわたり行動分
析学の基本的な考え方や法則の説明、産業現場における産
業安全行動分析学の応用の可能性について講演を行いました。
　また、当研究会は、名称どおり作業者の安全を扱う会で
はありますが、行動分析学の活用範疇として組織行動を最
適化する「組織パフォーマンスマネジメント」なる領域も
存在し、現在その専門家も一緒に活動しています。今後の
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会員の声

日本機械学会　2018 年度　若手優秀講演フェロー受賞者の声

「安全な回転機械の開発に向けた取り組み」
　　　　　　　名古屋大学　工学研究科　藪井　将太

　日本機械学会が主催する“振動工学データベース研究会”
は企業・大学から集められた振動トラブルの事例を集計した
データベース（v-BASE）を作成しています．第３版のデー
タベースによると約半数が回転機械で発生した振動トラブル
になります．回転機械はモータ，ポンプ，コンプレッサなど
いった形で産業界の幅広い分野で活躍しておりますが，依然
として振動トラブルに悩まされていることの表れかと考えら
れます．回転機械の振動問題はときに，装置の機構系や流体
系と連成し，自励振動を発生する可能性があります．自励振
動は系の内部減衰が負の状態であるため，理論上は際限なく
振動が増大し，機械の破壊につながります．自励振動が原因
と予想される，発電所用の大型の蒸気タービンやロケット等
に用いられるターボポンプなどの破壊事例が v-Base にて報
告されております．
　このような振動問題を未然に防ぎ，安全な回転機械の開発
のため，日々，研究に取り組んでおります．回転機械の振動
は，前述のように構造系だけでなく流体系などとも絡み合っ
た非常に複雑な現象です．解決には様々な領域の知見が必要
であるため，研究分野の垣根を超えた活動が必要ではないか
と思います．私自身はターボ機械協会の会員でもありますが，
2018 年に回転機械を中心とした振動トラブルに対し，各分
野の研究者が集まり議論をするための場として”多領域ダイ
ナミクス設計研究分科会”がターボ機械協会にて発足いたし
ました．ご興味のある方は一度，こちらの URL に訪れてみ
てはいかがでしょうか．
http://www.nuem.nagoya-u.ac.jp/inouelab/multi_domain_
design/multi_domain_design.html

研究会の勉強会トピックとして取り上げる価値があることを
認識いたしました。
　日本人の文化的な背景もあると思いますが、現在の職場に
おいては、叱咤や注意等が多用され、「褒める」行動があま
りないように思います。例えば、日本においては必要がある
現場では、ほぼ全員が保護帽を着用しています。これが当然
とみなされ、着用を忘れたときに叱責される光景が一般的で
す。しかしながら、保護帽を正しく着用する努力を作業者の
方はしているはずです。その部分に行動分析学は着目し、正
しい行動を認めることから始めます。また、行動そのものを
変容するのではなく、環境を変えて行動を結果的に変える試
みも行動分析ならではの介入の仕方と言えます。このような

行動分析学の手法を紹介し、次に、機械の設計・製造分野及
び機械の使用者サイドにおいて応用可能と思われる行動分
析学についての提案を行いました。
　多くの方々から自分が全く知らなかった、興味深かったと
の感想をいただきました。今後は、産業安全分野における研
究の実証実験の具体的な成果を報告すると同時に、行動分析
学と産業分野との情報交換の場として研究会を継続し、来年
度も引き続き勉強会を開催してまいります。何卒よろしくお
願い申し上げます。この場をお借りし、参加者の皆様へ厚く
お礼を申し上げます。また、皆様の次回のご参加を心よりお
待ちしております。
                                                                 北条 理恵子

「バイオマス発電プラント」
株式会社タクマ　エネルギー技術１部　藤原　祐治

　2012 年の再生可能エネルギーの固定価格買取制度（改
正 FIT）施行以降、当社ではバイオマスを燃料としたボイ
ラー発電プラントを多数納入してきました。
　FIT 開始当初は、森林間伐材を中心とした未利用木材や
製材端材などの一般木材がバイオマス燃料の中心でしたが、
近年ではパーム椰子殻（Palm Kernel Shell：PKS）や木質
ペレットなどの輸入材を燃料として使用するケースが増加
しています。これらの他にも建設廃材、汚泥や鶏ふんなどの
家畜排せつ物などもバイオマス発電の燃料となります。
　以上のように、ひとくくりにバイオマス燃料と言っても、
その形状や性状は様々であるため、当社では使用する燃料に
最適な燃焼方式やボイラー構造を検討・選定し、20 年間安
定した発電（売電）を行なうことができる製品をお客様に提
供することを常に心がけています。
　また、本プラントでは燃料を高温下で燃焼させること、高
温高圧の蒸気を扱うこと、コンベヤ、ファン、ポンプといっ
た回転機器が多いことから、安全面には細心の注意を払って
計画設計に取り組んでいます。
　これからも「安定」「安全」にお使いいただけるプラント
をユーザーに提供し、地球温暖化防止の一翼を担うことがで
きるよう努めていきたいと考えています。

　このたびは栄誉ある賞をいただき、光栄に思っています。
私は産業機械に用いられる空気圧機器の安全に関する研究
として空気圧駆動システムのフェールセーフ・インタロック
システムの試作を行っており、研究成果が産業・化学機械と
安全部門で共有できればと思い講演をさせていただきまし
た。講演に際しては研究の意義や成果をわかりやすく伝える
ため、見やすく理解しやすいスライドを作成し、聞き取りや
すい話しかたで発表する練習を重ねて参りました。その練習
の成果が若手優秀講演フェロー賞の授賞という形で高く評
価いただけて大変に嬉しく思っております。私は、今回の授
賞を励みにしてより安全な社会の実現に向けて、研究活動を
通して貢献していければと思っております。また、研究内容

を魅力的にプレゼンテーションで
きる研究者を目指し、研鑽を積ん
でいこうと思います。これからも
産業・化学機械と安全部門の発展
に寄与できるように努力してまい
ります。大変にありがとうござい
ました。

猪野 款聖
職業能力開発総合大学校
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ポリシーステートメント（部門活動概要）　
　産業・化学機械と安全部門は、ものづくりの知識が集約する設計プロセスにおいて日本が持つ暗黙知を見える化・国際化し、日
本発の「ものづくりイノベーション」として世界に発信して行くことに挑戦している。
　日本機械学会において、当部門は「安全性の向上」、「高効率化」、「多機能化」、「長寿命化」など、産業・化学機械の基盤となる
学術分野を担っている。「安全性の向上」に関しては、安全に関わるソフト面、すなわち、システム安全から労働安全衛生、標準化、
第三者認証、等々、幅広い学術領域をカバーし得るように強化して、会員のニーズに沿ったサービスを提供している。
　また、「高効率化」、「多機能化」、「長寿命化」といった技術的・学術的な課題に関しても、「安全性の向上」と同様に意見交換の
場を設けて解決方法の研究や開発を促進し、その成果を積極的に発信している。
　その他、活動状況の詳細については、ホームページおよびニュースレターを参照していただきたい。

会告一覧
　当部門主催の企画を下記の通り予定していますのでお知らせいたします。なお、企画への参加申し込み、並びに、詳細内容に
ついては部門ホームページ（http://www.jsme.or.jp/icm/）をご覧下さい。年次大会関連の行事詳細は日本機械学会ホームページ
の年次大会欄をご覧下さい。
 9 月 13 日（日）～ 16 日（水）：日本機械学会年次大会（Web 講演会）（開催：名古屋大学）
 9 月 4 日（金 )：【再募集】No.20-63　第 46 回トワイライトセミナー技術士第二次試験 - 機械部門の受験対策直前講座（新試験制度対応）
この他の新企画も進展に併せ逐次部門ホームページにてご案内いたします。当部門企画行事へのご参加をお待ちしております。

部門賞・部門表彰募集および贈賞報告
　日本機械学会産業・化学機械と安全部門では、次の部門受
賞者を募集しております。これらの賞は、当部門に対する功
績やこの分野における業績に対して、部門として表彰を行う
ものです。多数のご推薦をお待ちしております。

募集する部門賞
１. 産業・化学機械と安全部門功績賞
　 研究、教育、交流を通じて当部門の発展に顕著な業績を
　 あげた者に対して贈与する。
２. 産業・化学機械と安全部門業績賞
　 当部門の分野における顕著な研究業績を、技術開発、技
　 術改良など工学上、並びに、工業上の発展に貢献した研
　 究者もしくは技術者に贈与する。
３. 部門表彰
　 当部門主催の講演会等の企画で業績をあげた者に贈与す
　 る。部門表彰には論文、技術、貢献表彰がある。
推薦の方法
　 推薦理由書に添えて下記の産業・化学機械と安全部門長

宛てにお申し込みください。ただし、受賞候補者は原則とし
て日本機械学会会員とします。
送付先：
　〒 160-0016
　東京都新宿区信濃町 35 番地　信濃町煉瓦館５階
　日本機械学会気付　産業・化学機械と安全部門長宛て
推薦の期限
　2020年度受賞候補者の原稿締切りは 2021年１月 22日（金）
までとします。
2019 年度日本機械学会贈賞
　若手優秀講演フェロー賞：
      金子 純子（東京工業大学）
2019 年度部門賞・部門表彰贈賞
　部門一般表彰（論文表彰）：
　　長根 裕美（千葉大学）

      日本機械学会　産業・化学機械と安全部門
〒 160-0016　東京都新宿信濃町 35 番地　信濃町煉瓦館 5 階

　　　　　電話（03）5360-3500   FAX（03）5360-3508
     部門ホームページ http://www.jsme.or.jp/icm/
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